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について考える．(第 2 章) 
































































































第 1章 研究の目的と方法 
研究の目的と方法を述べる． 
 
















































































































(問題)                A 
◎右のような 3 つの角の間に       
 何か関係があるかどうか調 
 べてみましょう． 
















                   角 A  30  45  60  70 
                 
            角 C  60  45  30  ？ 
             
 








「角 Aと角 Cの和は 90°になる」 
 
(仮説を検証する)      
    A          D 
◎どんな直角三角形でも直角 
 以外の 2角を加えるといつ 
 も 90°になるのか． 
                 
 








「角 A と角 C の大きさは角 B の隣の直角のところに集まっ
て、それはいつでも 90°になる」 




「残りの 2つの関係は、足したら 90°になると予測できる」 
 
(直角三角形以外の三角形で考える)   
                  A 
 1つの角を 60°に固定して        
同じように残りの 2角をいろ         
いろ取って、表で変化の様子    ア イ        
を調べる．                 
また、もう一つの方法とし                   
て右の図のように直角三角形   60°   ウ 
に分けて考える．      B    D     C       
 






      
 























の 2 つの角をたすと 90°になる」という考えが生まれる．    
そこから、今度は直角三角形以外の三角形で考えているので   
あるが、この場合が一般の場合を見ているということである． 
つまり、この一連の流れの中に、｢特殊から一般へ｣が行われ
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           C 
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A と B は内角の和を予測することが必ずしも容易ではな
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   る学習場面 
 本事例の「特殊から一般へ」における観点は、「対角線を



























































う既習内容を基に、⊿ABC と⊿ADC はそれぞれ底辺が 5、


































































くの児童は⊿ABC と⊿ADC はそれぞれ底辺が 5、高さが 6




































＝5×10÷2         三角形の求積公式 























形を⊿ABC と⊿ADC とに分けて見たとき、三角形 ABC の






































じように、三角形 EFG と三角形 EHG に分けて、底辺と高
さが変わらないように対角線を移動している．三角形 1では、
三角形 EFG と三角形 EHG の底辺となる対角線 EG を移動




























































形を⊿EFH と⊿GFH とに分けて考えている．⊿EFH は、
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